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（ 発 言 者 、 

発 言 内 容 、 

審 議 経 過 、 

結 論 等 ）  

1. 令和４年度石垣積直し進捗状況（報告） 

（事務局） 

【概要】 

（１）法面崩落と追加の湧水対策について報告。 

（２）本丸排水設備の更新について報告。 

（３）改良土の石灰添加量と積直し進捗状況について報告。 

【詳細】 

・法面崩落と追加の湧水対策 

 ①８月の大雨で、北側工区において石垣積み直し前の法面 

が崩落した際、地山から新たな湧水が確認された。湧水の

原因は、現状の本丸排水設備の処理能力不足で、本丸の地



下水位が上昇することである。法面崩落の原因は、地下水

位上昇による円弧滑りとパイピング現象であったことか

ら、追加の湧水対策と本丸排水設備更新工事が必要と判断

された。 

 ②当初計画では、平成 29・30 年度の石垣解体時に確認され 

た湧水地点５箇所（黒色土と粘土層の境）に伝統工法によ 

る暗渠を設置する予定であったが、今回確認された新た 

な湧水地点にも暗渠が必要になった。この件については 

前回の委員会で審議したが、委員長および副委員長が不 

在だったため、結論が出なかった。 

 ③前回の委員会後、委員長に議事内容を説明し、新たな湧水 

地点に設置する暗渠の工法についてご意見をいただい 

た。結論としては、以下のとおり。 

●補足の排水対策として、板状排水材を用いてもよい。 

●再検討した案を各委員に報告の上で施工すること。 

再検討の結果、板状排水材の規格の中で最も厚い 10mm 

のものを採用する結論となった。 

 ④令和４年度の工事では、最終的に延べ 11 本の板状排水材 

を埋設した。 

・本丸排水設備の更新 

①本丸排水設備の更新は、令和７年度に予定している外構整

備工事での実施としていたが、令和４年の法面崩落によ

り、地下浸透水が石垣背面に大きく影響すると明らかにな

ったため、計画を早め、令和６年度に排水設備を更新した

いと考えている。 

②令和４年 11 月、本丸北東部の集水桝から鷹丘橋までの区



間について、排水管を口径 150mm のヒューム管から口径

250mm の合成樹脂ダブル管へと更新した。この改修工事

の際、既設ヒューム管において、地形が斜面から平坦部に

移行する地点の長さ 10.5ｍに渡り、土砂が詰まっている

状況を確認した。 

・改良土の石灰添加量と積直し進捗状況 

 ①掘削発生土の改良に用いる石灰添加量について、５月に

当初予定していた石灰添加量 83 ㎏/㎥（一軸圧縮強度

184kN/㎡）を試したところ、経年により発生土中の水分

が減少していたため、改良土が締め固まらないと判明し

た。そのため、改めて配合試験を実施したところ、石灰添

加量 40 ㎏/㎥で最も高い強度を確保したことから、前回の

委員会で添加量 40 ㎏/㎥の方針について諮った。それに対

し、委員会からは「目標はあくまでも一軸圧縮強度

184kN/㎡の確保であり、その目標を達成する最小限の添

加量とするべきだ」との指導があったため、10 月に再度

配合試験を実施して算定方法を改定した。結果として、今

年度に搬入済の改良土については、石垣修理現場アドバ

イザーの了承を得た上で、石灰添加量 30 ㎏/㎥としてい

る。来年度以降については、再度配合試験を実施の上で石

灰添加量を決めることとしたい。 

 ②石垣への悪影響と工事の手戻りを避けるため、遮水対策

を講じる上部３段（高さ約 1.5ｍ）の石垣積直しについて

は、令和５年度に先送りすることとした。この部分につい

ては、遮水対策を検討した上で積直すこととしたい。 

 

 

 



（委員会） 

【概要】 

（１）令和４年度石垣積直し進捗状況について了承。 

【詳細】 

・本丸排水設備については、更新後もメンテナンスを継続する

必要がある。 

・掘削発生土について、適度な含水比を保つよう管理するこ

と。 

 

2. 積直しに伴う発掘調査成果（報告） 

（事務局） 

【概要】 

（１）石垣積直しに伴う発掘調査成果について報告。 

【詳細】 

・風化した法面の整形や、上述の法面崩落に伴う掘削作業に立

ち会って遺構確認を行い、縄文時代晩期と弘前城の築城期

に帰属する遺構を検出した。 

・遺物としては縄文土器、石器、土師器、陶器、磁器、瓦など

がコンテナ 13 箱分出土した。縄文時代晩期後葉の大洞 A 式

土器が主体を占める。 

・縄文時代晩期の遺構としては、８月の法面崩落地点で土坑１

基、性格不明遺構１基、ピット２基を検出した。遺物として

は大洞 A 式土器が多量に出土しており、完形の壺や小型鉢

が含まれるほか、土器片の良好な接合状況から、捨て場・盛

土遺構・祭祀遺構等の存在する可能性が考えられる。 

・近世の遺構としては、８月の法面崩落地点でピット２基を検

出した。２基は慶長期盛土にパックされており、築城期の所

産と考えられる。また、井戸跡の背面で確認された「礫の充

填される落込み」も、築城期の暗渠と考えらえる。遺物とし



ては、元禄期盛土から陶器・磁器・瓦がわずかに出土した。 

 

（委員会） 

【概要】 

（１）石垣積直しに伴う発掘調査成果について了承。 

【詳細】 

・大洞 A 式（縄文時代晩期後葉）の一括資料は、青森県内で

も少ない。ぜひ市民に見せてあげてほしい。 

・築城期の暗渠について、報告書で整理すること。 

・発掘調査で、築城以前の成果が出たのは素晴らしいことであ

る。築城前の自然地形を踏まえた上で、雨水処理方法も含め

た今後の整備を検討してほしい。 

 

3.遮水対策を考慮した石垣天端と本丸平場の仕上げ方法（審

議） 

（事務局） 

【概要】 

（１）遮水対策を考慮した石垣天端と本丸平場の仕上げ方法

について説明。 

（２）地表面直下の止水層には、粘土を採用したい。 

（３）表面の仕上げ方法としては、③－２案［表面を芝生で仕

上げ、裏込部上面を発生土・導水シート・粘土・吸出し

防止材で仕上げる］を採用したい。 

【詳細】 

・地表面からの浸透水が石垣に悪影響を及ぼすと判明したこ 

とから、対策として地表面直下に止水層を設けることとし、 

材料として粘土・三和土・防水シート・アスファルト・コン 

クリートの５案を検討した。止水性・伝統工法という視点で



総合的に評価した結果、粘土・三和土が高評価となった。弘

前城においては、歴史的に粘土が止水層として用いられてい

ることから、今回も粘土を採用したいと考える。なお、経年

により粘土が変形したり、クラックが生じたりしても浸透水

が配水管へ流れるよう、粘土層上面に導水シート（不織布）

を敷くこととする。 

・表面仕上げ材については、本丸排水設備の目詰まりを起こす

恐れのある発生土・改良土・砂利を検討対象から外し、大き

く５案、細分して 10 案を作成の上、止水効果・耐久性・景

観という視点から総合的に評価した。詳細は以下のとおり。 

案①：表面を三和土（=土系舗装）で仕上げる。 

 ①－１．裏込部上面を導水シート（不織布）・粘土・目潰

し砕石で仕上げる。 

 ①－２．裏込部上面を導水シート（不織布）・粘土・吸出

し防止材で仕上げる。 

案②：表面を三和土と芝生で仕上げる。 

 ②－１．裏込部上面を導水シート（不織布）・粘土・目潰

し砕石で仕上げる。 

 ②－２．裏込部上面を導水シート（不織布）・粘土・吸出

し防止材で仕上げる。 

案③：表面を芝生で仕上げる。 

 ③－１．裏込部上面を発生土・導水シート（不織布）・粘

土・目潰し砕石で仕上げる。 

 ③－２．裏込部上面を発生土・導水シート（不織布）・粘

土・吸出し防止材で仕上げる。 

 案④：表面を芝生と豆砂利舗装で仕上げる。 

  ④－１．裏込部上面を砕石層・導水シート（不織布）・粘



土・目潰し砕石で仕上げる。 

  ④－２．裏込部上面を砕石層・導水シート（不織布）・粘

土・吸出し防止材で仕上げる。 

 案⑤：表面を豆砂利舗装で仕上げる。 

  ⑤－１．裏込部上面を砕石層・導水シート（不織布）・粘

土・目潰し砕石で仕上げる。 

  ⑤－２．裏込部上面を砕石層・導水シート（不織布）・粘

土・吸出し防止材で仕上げる。 

 これらのうち、本丸の景観になじみ、かつメンテナンス・管

理が比較的容易な③－２案を採用したい。 

 

（委員会） 

【概要】 

（１）本丸の地表面直下に設ける止水層と、本丸の表面仕上げ

方法について了承。 

（２）側溝（排水）については、実施設計で内容を精査するこ

と。 

【詳細】 

・止水層を粘土とするのは構わないが、表面の仕上げについて

は③－１案［表面を芝生とし、裏込部上面を発生土・導水シ

ート・粘土・目潰し砕石で仕上げる］としても、③－２案と

それほど内容は変わらない。 

・粘土層の上についても、あまり複雑な構造にしない方がよ

い。 

・今後は少子高齢化社会での維持管理となるので、手間のかか

らないよう、表面仕上げは芝生でよい。 

・側溝に使う栗石の規格は、粒度計算をした上で決定するこ



と。 

・側溝について、管の周囲を栗石で巻き、そのさらに外周を不

織布で巻く仕様となっているが、これは道路側溝でよく見

られる暗渠である。この仕様の場合、暗渠の手前で詰まるこ

とが多いので、メンテナンスが必要となる。 

 

4.天守及び基礎耐震補強（報告） 

（事務局） 

【概要】 

（１）天守及び基礎耐震補強について説明。 

【詳細】 

・天守耐震補強 

 ①既存の筋違いを耐震要素として評価し、端部を金物で緊

結して補強する。この補強方法でも、文化庁の基礎診断指

針に基づき、耐震性能に問題はない。 

・基礎耐震補強 

 ①基礎杭の杭種は場所打ち鋼管コンクリート杭で、鋼管部

は深礎工法でさや管（ライナープレート）構築、鉄筋コン

クリート部は TBH 杭工法で施工する。杭径は、さや管（溶

融亜鉛メッキ）部分でφ 2,500mm、鋼管部分でφ

1,800mm、鉄筋コンクリート部分でφ2,000mm、杭長は

33.0ｍ、杭配置は４本となる。 

 ②底板基礎は、鉄筋部分が SD295、コンクリート部分が

Fc=36N/m ㎥ 。 

 ③基礎杭と底板基礎の間に、鋳鉄製のピボット支承を採用

したい。鋳鉄製ピボット支承は溶融亜鉛メッキ（鋳鉄

SCW480）で、アンカーボルト D38 は SD345・ねじ部

M30 とする。 



 ④施工手順は、以下のとおり。 

  ［施工手順１］濠側（東側）の２本の杭のさや管（ライナ

ープレート）を、石積工事と同時進行で設置する。安

定液による止水対策も実施する。 

  ［施工手順２］本丸側（西側）の２本の杭については、石

積工事後に仮設鉄骨を設置し、盛土部分は手掘り、地

山部分は軽機械による掘削をして、さや管（ライナー

プレート）を設置する。積み終わった石垣に影響が無

いか確認するため、定点観測を行いながらの施工と

なる。さや管底部には、底部コンクリートを打設す

る。 

  ［施工手順３］深礎工法の後、TBH 工法のリバースサー

キュレーションドリルにより掘削する。この時、孔壁

が崩れないよう、安定液を入れて掘削土と攪拌する。 

    安定液量を管理するため、さや管の上部にセンサー

を設置。 

  ［施工手順４］コンクリート打設時、さや管と鋼管の間に

安定液・コンクリートが上がってこないよう、底部コ

ンクリートと鋼管の間を止水材で塞ぎ、モルタルを

打設。鋼管を設置した後、鉄筋かごを鋼管内に設置

し、さや管と鋼管の間の安定液をポンプアップし、コ

ンクリートを打設。 

  ［施工手順５］杭上部の鋼管内にフーチングを施工。サン

ドル等で杭上部から揚げた位置に底板基礎用の施工

ステージ・型枠を設置して、底板基礎を施工。この時、

杭上部がピン接続となるよう、フーチング上部・底板

基礎下部に鋳鉄製ピボット支承を取り付け。底板基



礎をジャッキダウンし、鋳鉄製ピボット支承を組み

合わせる。 

・天守入口階段設計図 

 ①天守下に基礎杭と底板基礎を採用することにより、天守 

の入口が従来より 45cm 高くなるため、天守に至る石段 

踊り場にも高さ調整が必要となる。踊り場には、既存の石

段から続くように２段の階段を追加し、踊り場上面もその

分嵩上げして天守入口につなげたい。 

 ②踊り場の南側にはスロープに接続する出入口を設け、車

イスの方も天守に入れるようにしたい。また、今後は石段

踊り場に転落防止柵を新設し、見学者の安全を確保した

い。 

 

（委員会） 

【概要】 

（１）天守および基礎耐震補強について了承。 

【詳細】 

・天守耐震補強 

①天守耐震補強について、天守に元々付いている筋違いが有

効に機能しているため、既存筋違い端部への金物補強のみ

で新規の耐震補強が完結すると理解した。素晴らしいこと

である。 

・基礎耐震補強 

①基礎耐震補強について、４本の深礎を打つ順番はどうなる

のか。特に、本丸側（西側）の２本の施工に要する時間、

掘削する順番等について説明がほしい。次回の委員会で、

基礎杭の施工に要する時間を盛り込んだ工程表を提示す



ること。 

②本丸側（西側）の２本の基礎杭を施工する際、震動が発生

する。栗石が沈下しないか心配なので、ひずみ計等で沈下

量をはかってほしい。なるべく細かい計測をすること。 

 

5.来年度の石垣積直しと今後のスケジュール 

（事務局） 

【概要】 

（１）令和５年度の石垣積直し内容と、今後の全体スケジュー

ルについて説明。 

【詳細】 

・令和５年度の積直し内容 

 ①北側工区の天端３段分を積直した後、南側工区に着手す 

る。 

 ②南側工区の天守台部分には、沈下防止対策としてジオテ 

キスタイルを施工する。石垣下部では上下 50cm 間隔、石

垣上部では上下１ｍ間隔で敷設。 

 ③南側工区の積直しは天守基礎耐震補強工事と同時進行に 

なるため、両工事が円滑に進むよう調整。 

 ④湧水の可能性がある黒色土と粘土層の境には、南側工区 

においても板状排水材（15 本程度）を設置する。 

 ⑤積直した天守台石垣の標高を想定できる段階になった 

ら、天守台の高さ調整方法を再検討し、委員会に諮る。 

 ⑥天守台石垣の仮積み作業を実施。 

・令和５年度以降の全体スケジュール 

 ①石垣積直し工事と天守耐震補強工事を並行して行い、令

和６年度に石垣積直し完了予定。 

 ②令和５年度に外構工事も含めた本丸排水設備実施設計を



行い、令和６年度に本丸排水設備工事に着手。 

 ③令和９年度に外構整備工事と石垣修理工事報告書を作成 

予定。 

 ④令和 10 年度からは、天守保存修理工事を実施予定。 

 ⑤令和 14 年度に、内濠を元の水濠に復旧。 

 

（委員会） 

【概要】 

（１）令和５年度の石垣積直し内容と、今後の全体スケジュー

ルについて了承。 

【詳細】 

・北側工区の竣工および南側工区の竣工時点で、それぞれ測量 

を実施すること。また、竣工から時間が経過した状態でも測

量を実施し、モニタリングを継続すること。 

・柔構造の石垣の中に、剛性のある基礎杭が入ることへの対策 

としては、石垣の剛性をできるだけ上げることしか考えられ

ず、その部分についてはジオテキスタイルで対策済である。 

・時間が経って石垣が自重で沈下した場合、ピン支承で基礎底 

板の高さ調整をすることもありうる。現段階で想定できる 

問題には、すべて対策を講じていると言える。 

 

【結論】 

（１）令和４年度石垣積直し進捗状況について了承。 

（２）積直しに伴う発掘調査成果について了承。 

（３）本丸の地表面直下に設ける止水材について了承。本丸の

表面仕上げについて了承。排水は実施設計で詰める。 

（４）天守および基礎耐震補強について了承。 



（５）令和５年度の石垣積直しと今後のスケジュールについ

て了承。 

その他必要事項 

・会議の公開、非公開…公開 

 

・その他出席者 

（青森県教育庁文化財保護課） 

文化財保護主幹（サブマネ）・岩田安之、主幹（サブマネ）・田

中智美 

（公益財団法人文化財建造物保存技術協会） 

小林裕幸、酒巻仁一、星野真志、鵜原正樹 

（株式会社ホンマ・アーキライフ） 

山田繁男 

（大林ＪＶ） 

高橋一、沼田修、川村毅、一山隆昌 

（弘前市教育委員会文化財課） 

課長・石岡博之、課長補佐・小石川透、埋蔵文化財係長・蔦川

貴祥 

 


